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2017 年 7 月 2 日付、東京新聞朝刊



― 121 ―

2017 年 7 月 2 日付、東京新聞朝刊



― 122 ―

2017 年 11 月 19 日付　東京新聞朝刊
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2017 年 10 月 15 日付、東京新聞
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2017 年 9 月 27 日付、読売新聞夕刊
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極極東東ロロシシアアででアアイイヌヌ人人にに出出会会うう  
――ウウララジジオオスストトクク、、ハハババロロフフススククへへのの旅旅――  

大大類類  善善啓啓  
  
ソソ連連崩崩壊壊でで途途絶絶ええたた民民間間交交流流  
畏友、石井昭男さんの誘いに乗って、この 9 月 17 日から 24 日までの１週間、シベリア

のウラジオストクとハバロフスクへ行ってきた。石井さんは、人権やマイノリティーをテ

ーマに関する長年の出版活動の功績で、アジアのノーベル賞と呼ばれるマグサイサイ賞を

2008 年に受賞された方である。 
昨年もバルト三国へ行かないかと誘われ、共にヘルシンキを経て、エストニア、ラトビ

ア、リトアニアの首都の街々を歩いた。しかし残念ながら今回は体調が優れず、石井さん

は旅を取りやめ、ご一緒できなかったのは残念だった。 
旅の主催は日ロクラブ主催という。日ロクラブと言っても知る人は少ないだろう。昨年

11 月に結成され、活動はまだ緒についたばかりである。 
かつてソ連邦が健在だったころ、ソ連との友好団体が日本にもあった。それを支えてい

たのは主に旧社会党の人たち、とりわけ構造改革派という人たちが主流だった。ところが

ソ連邦は崩壊し、旧社会党や総評も変質し、その名前は歴史の彼方に消えてしまった。当

然といえば当然か、新しいロシアになって民間レベルの交流活動は途絶えてしまった。こ

れではいけないと、国や組織などにとらわれず、柔軟な発想でロシアの人たちと草の根交

流をしよう、それが大事だということで日ロクラブが結成された。 
旅のメンバーは初岡昌一郎（元姫路独協大学教授）さんや、在米ジャーナリストとして

活躍された北岡和義さんら一級の知識人から労働運動の歴戦の闘士まで多士済々である。 
 
極極東東ロロシシアア、、シシベベリリアアへへのの旅旅  
さて、ロシアとの交流といっても、首都モスクワやサンクト・ペテルブルグとの交流と

なると中央レベルの交流になって組織的になりかねない。日ロクラブを主宰する人たちは

ロシア側と相談して、日本と最も近いロシアの人たちと交流しようということで、極東ロ

シア、シベリアのウラジオストクとハバロフスクへの旅になった。 
シベリアに出かける前に学習しようと、ロシア連邦交流庁代表で歴史学博士、国際関係

学博士のヴィノグラドフ・コンスタンチンさんの講演があった。彼は冒頭、今でも毎年、

ロシア中央政府が把握していない村があり、「シベリアで今年も２～３の村が発見されまし

た」というニュースが流れるという。中央政府が知らないシベリアのどこかの村で、人々

がひっそりと生き続けているのだ。シベリアはそれだけ広大であり、まだまだ未知なるも

のが潜んでいる、と言えそうである。 
シベリアはかつて流刑の地であり、またロシア正教と相いれず、宗教的弾圧を逃れ、モ

スクワなどの大都会を離れて、シベリアで生活する人たちがいるのだ。 
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美美ししいい街街、、ウウララジジオオスストトクク  
今から半世紀ほど前、私は新潟から船に乗ってナホトカに行き、ヨーロッパに渡った。 
軍港であったウラジオストクは、外国人はもちろん、ロシア人にも開放されていなかっ

た。1991 年のソ連邦崩壊後、やっと外国人にも開放された街、それがウラジオストクであ

る。 
日本に最も近いヨーロッパの町、ウラジオストク。坂のある街、ウラジオストはロシア

語で「東方を征服せよ」という意味のようである。ウラジオストクのロシア科学アカデミ

ーの人によれば、ロシア人は 17 世紀の初めごろからシベリアへ進出し始めたという。そこ

は「未開の地」と言っても、ロシア人から見ればそうであって、シベリアには大昔から先

住民がいたのだ。 
 
日日本本語語をを話話すすブブリリヤヤーートト女女性性  
その先住民族の一つであるブリヤート人と親しく話す機会があった。 
成田空港からシベリア航空で２時間半、ウラジオストクに着いて３日目の夕方、ロシア

の人々に書道体験をしてもらおうというイベントがあった。日本から浅野元紀、井川公子

さんら書家が二人、また訪ロ団の団長を務めた江田五月さんも書道を嗜み、披露した。 
江田さんは大きな紙に「一期一会」と書き、「皆さん、ほしい人はいますか」と参加者に

声をかけたところ、遠慮がちに２、３人が手を挙げた。20 人ほどのロシアの人々が好奇の

目をもって書道イベントに見入っていた。その中に日本語を話す若い女性がいた。 
顔立ちは日本人そっくり。我が団の人と日本語で話していたので、てっきり日本からの

留学生だろうと思っていた。が、しばらくして私も彼女と話をしたら、ブリヤート人だと

言う。 
マリア・ブトウエバという彼女はブリヤート族（モンゴル系）で、ウラン・ウデ出身と

のことだった。と言っても私にとって初めての地名だ。手元の地図を出すと、彼女はその

地をさっと見つけ、その故郷はウラジオストクからシベリア鉄道で３日かかるとのことだ

った。日本語を現地の日本人に少し習ったと言うが、ほぼ独学に近いようで、現在はウラ

ジオストクの極東連合大学で経済学を学び、英語も達者だ。２年後には日本に留学したい

と言う。 
 
アアジジアア系系ははシシャャーーママンン信信仰仰  
まさかここロシアでアジア系の人々に会うとは思わなかった。自分の無知をさらすよう

だが、仕方がない。 
さて、極東ロシアの少数民族といえばナナイ族という民族がいる。「地球の歩き方」シリ

ーズのシベリア編にはナナイ族のことが出ているところを見ると、シベリアの少数民族で

は有名なのかもしれない。ハバロフスクからバスで１時間半ほど北へ行ったところにある

ナナイ族のところを訪ねた。 
最初に現れたリューダという女性は白ロシア出身という白人の女性、ロシア人だ。しか
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し私たちの前に現れた 25 歳になる娘さんはモンゴル系の顔立ち、父親はナナイ族だ。 
このナナイ族はシャーマン信仰ということで、我々を居間に案内する際、ある儀式があ

った。父親が小さい木を削った木くずに火をつけ煙を焚き、夫人が小さい太鼓を叩く中、

煙の中をくぐって部屋に入って行くのだ。いわば魔除けのセレモニーなのである。 
白ロシア出身の夫人がナナイ族について語ってくれた。 
彼らは今、ナナイ語は話せないと言う。先のブリヤート女性も彼女の両親もブリヤート

語を話せず、会話はロシア語だということだった。少数民族の言語は滅び、大国の言語、

ここではロシアが支配言語なのである。 
 
二二葉葉亭亭四四迷迷ととウウララジジオオスストトクク  
ウラジオストクでは日ロフォーラムが開催され、ロシア側から５人、日本側から６人が

発言した。日本側からは、老人介護問題など両国で共有できる課題がある。それぞれ地域

社会で解決しなければならないので、お互い問題意識を共有していこう。また、自治体交

流や農業協力の可能性などが提起された。そして改めて、草の根交流の重要性を確認し合

った。 
フォーラムでは発言されなかったが、日本人参加者の中でただ一人、農業に従事してい

る人がいた。彼、中村繁太郎さんはウラジオストク近郊の農民の所に視察に行った。帰っ

てから、彼の話を聞くと、シベリアのリンゴや苺は、日本のものと比べると、本当に小さ

かったという。中村さんは、農業技術の交流が進展すればシベリアの農産物の生産量は飛

躍的に発展するだろうと報告された。 
私は、日本とロシアの人々とは「国家とか民族とかいう観念を超えて交流しよう」と発

言した。その折り、明治の作家・二葉亭四迷がエスペラントをこのウラジオストクでロシ

ア人のポストニコフから学び、ウラジオストクが日本に最初にエスペラントが伝わる奇縁

のある町であることを話した。 
ポストニコフは実際にその後、帰国後の二葉亭を日本に訪ね、当時のお金で 50 ドルを二

葉亭に手渡しエスペラントの本を出してほしいと依頼、二葉亭は『世界語』を、そしてす

ぐにまた『世界語読本』という冊子を出版した。それがベストセラーになり、日本でエス

ペラントが普及するようになったのである。 
  

「「私私はは人人類類のの一一員員ででああるる」」とといいうう思思想想  
エスペラントの創始者であるザメンホフは現在のポーランド、当時は帝政ロシアの支配

下にあったリトアニア領の町、ヴィヤリストクに生まれ育った。そこでは主に、ロシア人、

ドイツ人、ポーランド人、ユダヤ人たちが住んでいて、言葉の違いから意志が通じず、市

場や通りではしょっちゅう喧嘩が絶えなかった。 
ユダヤ人ザメンホフは小さいながらも民族間の争いに心を痛め、お互いに共通の言葉が

あれば喧嘩も無くなるだろう、と思った。そこから世界共通語を創ろうという思想に至り、

エスペラントを創った。 
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その後、彼はいわゆるエスペラントにおける内在思想、Hamaranismo（ホマラニスモ）

に到達するのである。ホーモとは人類、アーノは一員、イスモは主義、そこから生まれた

ホマラニスモは日本では人類人主義と訳されている。 
我々は日本人とかロシア人ということではなく、「人類の一員である」という、この考え

は、偏狭なナショナリズムを克服するという意味で、私は近年この思想こそ、世界を救う、

ナショナリズムを超える思想だと大いに共感していて、これまた不明を恥じるが、ザメン

ホフを本当に見直している。 
20 世紀が生んだユダヤ系の知の巨人、精神分析学のジークムンド・フロイド、共産主義

のカール・マルクスの思想が少しばかり今や色あせる中、シオニズムはユダヤのナショナ

リズムに陥るだろうと予言して「イスラエル建国」に異議を唱えたザメンホフの人類人主

義は、日本の思想界、いや世界の思想界も、もっと本気になって考えるべきだと思ってい

る。しかし残念ながら、英語帝国主義ともいうべき、英語が国際語として普及する今日、

今なおエスペラントは少数派言語にとどまり、また人類人主義 Hamaranismo と言っても

知る人ぞ知るという状況なのである。 
フォーラムでは私は、ロシアも日本の人たちもこの思想を基に、国家や民族という観念

を捨て去り、お互いに「人類の一員である」という考えの下、草の根交流をしていこう、

と発言を終えた。 
その時、安倍晋三が「美しい日本を取り戻す」と言っていたことを思い出し、少しロシ

ア側を刺激しようと、「安倍は何故、美しい日本を取り戻すのではなく、美しい世界、美し

い宇宙を取り戻そうと言えないか」と発言した。これに関してロシア側の反響は実のとこ

ろどうだったかわからないが、日本側の事務局を務めていた佐々木啓之（元都会議員）さ

んは「大類さんの発言、良かったよ」と終わった後、握手を求めてくれ、少しばかり安心

した。 
 
ハハババロロフフススクク近近郊郊ででアアイイヌヌ人人にに出出会会うう  
ナナイ族のいる村に行った折り、アムール川沿いをナナイ族の婦人と歩き、この川底か

ら石碑が出たところに案内された。夏になると町からロシア人たちがたくさん川辺に押し

かけてきて川岸が荒らされる。そこで、ここはナナイ人にとって神聖な場所であることを

示すため、その石碑を引き上げ川岸沿いにその石碑を立てた。その石碑には象形文字が書

かれていて、また目とか太陽のような模様も描かれていた。 
ナナイ族の婦人はその模様を「目」だろう、と言う。しばらくすると、突然のように、

明らかにモンゴル系の顔立ちをした男が現れた。私はその男を意識して言ったのではない

が、アメリカインディアンのホピ族には、このような模様を太陽として描き、崇拝してい

る旨を話すと、通訳のオリガ女史がそのままロシア語に訳した。すると、そのモンゴル系

の男は、「そうだ、これは太陽だ、彼女は間違っている」とナナイ族の女性を指さして言う

のだった。 
その川岸沿いから帰りのバスに乗り込むべく歩いていると、乗用車に乗ったアジア系の
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男に出会った。運転手の後ろの席にいたその彼に私は、「ヤポンスキー」だと自分を指さし

た。日本人だというロシア語がどういうわけか出てきたのだ。するとその男はドアを開け、

「俺はアイヌ人だ」と私に握手を求めてきた。その後すぐに彼は車を走らせようとしたが、

10 人ほどの我がグループの日本人たちを見ると、ロシア語で何か言った。オリガさんは、

彼は今、「日本人はたくさんのアイヌ人を殺した、と言いました」と訳したのだ。 
確かに、北海道の松前藩を始め日本人たちが先住のアイヌ人たちを殺し、彼らが住んで

いるところから追放したのは歴史が教えるところだが、それより、この極東ロシアにアイ

ヌ人が住んでいたことを知り驚いた。“日本”や海を越えてアイヌ人たちは、北海道にもシ

ベリアにも住んでいたのである。近代の国家が成立する以前、人々は国境などというもの

を意識することなく、それこそ「国家とか民族という観念もなく」、おのおのが共存して住

み生活を営んでいたのである。 
 
（おおるい・よしひろ：1979 年より中国と関わる。現在、本会事務局長、日中科学技術文

化センター理事。著者『ある華僑の戦後日中関係史』、共著に『風雪に耐えた「中国の日本

人公墓」ハルビン市方正県物語』など。近年はタンゴ音楽に関する評論やエッセイも書く） 

男に出会った。運転手の後ろの席にいたその彼に私は、「ヤポンスキー」だと自分を指さし

た。日本人だというロシア語がどういうわけか出てきたのだ。するとその男はドアを開け、

「俺はアイヌ人だ」と私に握手を求めてきた。その後すぐに彼は車を走らせようとしたが、

10 人ほどの我がグループの日本人たちを見ると、ロシア語で何か言った。オリガさんは、

彼は今、「日本人はたくさんのアイヌ人を殺した、と言いました」と訳したのだ。 
確かに、北海道の松前藩を始め日本人たちが先住のアイヌ人たちを殺し、彼らが住んで

いるところから追放したのは歴史が教えるところだが、それより、この極東ロシアにアイ

ヌ人が住んでいたことを知り驚いた。“日本”や海を越えてアイヌ人たちは、北海道にもシ

ベリアにも住んでいたのである。近代の国家が成立する以前、人々は国境などというもの

を意識することなく、それこそ「国家とか民族という観念もなく」、おのおのが共存して住

み生活を営んでいたのである。 
 
（おおるい・よしひろ：1979 年より中国と関わる。現在、本会事務局長、日中科学技術文

化センター理事。著者『ある華僑の戦後日中関係史』、共著に『風雪に耐えた「中国の日本

人公墓」ハルビン市方正県物語』など。近年はタンゴ音楽に関する評論やエッセイも書く） 

ブリヤート女性

マリア・ブトウエバさんと筆者

突如現れたモンゴル系男性。

ナナイ族の娘と筆者
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2017 年 4 月 10 日付、東京新聞
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黄黄力力新新（（方方正正県県外外事事僑僑務務弁弁公公室室主主任任））主主任任来来訪訪  
大大類類  善善啓啓  

  
 去る 9 月 28 日（木）、方正県外事僑務弁公室黄力新主任らの表敬訪問があった。私と参

与の牧野八郎さんが対応した。黄主任のお名前はもちろん承知していたが、氏が主任に就

任してからは残念ながら方正を訪問しておらず、お会いするのは私も牧野さんも初めてで

ある。 
 黄主任には改めて、公墓を維持管理していただいていることに感謝の意を表した。しか

し一方、この間の公墓を参拝した人たちの話を聞くと、花輪を捧げ写真撮影もできたが線

香を焚くことが出来なかった、という苦情を聞いていたので尋ねたところ、「線香を焚くと

山火事が生じる危険性があるので禁止している」ということであった。そう言われると、

そういうものか、と半分ほどは納得した。 
 また黄主任の話によれば、在日華僑の１割が方正出身とのこと。少なく見積もっても６

万人近い数字になりそうである。今回の来日も方正出身者の企業関係者が「方正県日本商

工会」を立ち上げ、その設立総会に出席することも重要な要件であったようだ。ともあれ

日本と方正との結びつきは益々強くなっている。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上写真、前列左から大類、黄主任、牧野参与 
前列左より、大類、黄主任、牧野参与
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2017 年 9 月 28 日付、朝日新聞



― 133 ―

方方正正
ほうまさ

日日本本人人公公墓墓がが私私たたちちにに問問いいかかけけるるもものの  

――――「「方方正正友友好好交交流流のの会会」」へへののおお誘誘いい――――  
11994455 年年のの夏夏、、ソソ連連参参戦戦とと続続くく日日本本のの敗敗戦戦はは、、旧旧満満洲洲のの開開拓拓団団のの人人々々をを奈奈落落のの底底にに突突きき落落

ととししままししたた。。人人々々はは難難民民、、流流浪浪のの民民とと化化しし、、真真冬冬のの酷酷寒寒ににささららさされれ、、飢飢ええとと疫疫病病にによよっってて

多多くくのの人人々々がが方方正正のの地地でで息息絶絶ええままししたた。。そそれれかからら数数年年後後、、累累々々たたるる白白骨骨のの山山をを見見たた残残留留婦婦

人人ががななんんととかかししてて埋埋葬葬ししたたいいとといいうう思思いいはは、、県県政政府府かからら省省政政府府をを経経てて中中央央へへ、、そそししてて周周恩恩

来来総総理理ののももととままででいいきき、、中中国国政政府府よよっってて「「方方正正地地区区日日本本人人公公墓墓」」がが建建立立さされれままししたた。。中中国国

ででははままだだ日日本本のの侵侵略略にに対対すするる恨恨みみがが衰衰ええてていいなないい 11996633 年年、、中中国国政政府府はは、、中中国国人人民民同同様様わわがが

同同胞胞のの死死もも、、日日本本軍軍国国主主義義のの犠犠牲牲者者だだととししてて手手厚厚くく方方正正にに葬葬っっててくくれれたたののでですす。。日日本本人人開開

拓拓民民たたちちののおおよよそそ４４５５００００人人がが祀祀らられれてていいるるここのの公公墓墓はは、、中中国国広広ししとといいええどどももここのの方方正正にに

ああるるももののだだけけでですす。。（（黒黒龍龍江江省省麻麻山山地地区区ででソソ連連軍軍のの攻攻撃撃にに遭遭いい、、440000 数数十十名名がが集集団団自自決決ししたた

麻麻山山事事件件のの被被害害者者たたちちのの公公墓墓もも 11998844 年年にに建建立立さされれ、、ここのの方方正正のの地地ににあありりまますす））  

  ここのの公公墓墓のの存存在在はは、、私私たたちちのの活活動動ももあありり徐徐々々ににででははあありりまますすがが、、人人々々にに知知らられれるるよよううにに

ななりりままししたた。。民民族族のの憎憎悪悪をを乗乗りり越越ええてて建建立立さされれ、、中中国国のの人人々々にによよっってて管管理理維維持持さされれてていいるる

公公墓墓のの存存在在をを、、更更にに多多くくのの人人々々にに知知っっててももららおおうう。。「「愛愛国国主主義義」」ででははななくく、、民民衆衆レレベベルルででのの

国国際際的的なな友友愛愛精精神神をを広広めめてていいここううとと設設立立ししたたののがが「「方方正正友友好好交交流流のの会会」」でですす。。当当会会のの前前身身

はは１１９９９９３３年年にに設設立立さされれ、、２２００００５５年年６６月月にに再再発発足足しし、、日日中中友友好好のの原原点点のの地地ととももいいううべべきき

「「方方正正」」にに光光をを当当ててたたいいとと活活動動ししてておおりりまますす。。  

  

個個人人会会員員  一一口口  １１,,００００００円円    団団体体・・法法人人会会員員  一一口口  １１００,,００００００円円  

（（口口数数はは最最低低一一口口、、上上限限ははあありりまませせんん））  

方方正正友友好好交交流流のの会会  
110011－－00005522  東東京京都都千千代代田田区区神神田田小小川川町町３３－－６６（（社社））日日中中科科学学技技術術文文化化セセンンタターー内内  

電電話話  0033ーー33229955ーー00441111  FFAAXX  0033――33229955－－00440000  EE--mmaaiill：：oohhrruuii@@jjccsstt..oorr..jjpp  

郵郵便便振振替替口口座座番番号号  0000113300――55――442266664433  加加入入者者名名  方方正正友友好好交交流流のの会会  

HHPP アアドドレレスス：：hhttttpp:://wwwwww..hhoouummaassaa..ccoomm//  
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≪≪報報告告≫≫              あありりががととううごござざいいままししたた！！  

前号の会報 24 号入稿後、2017 年 4 月 28 日以降にカンパをお寄せいただいた方、また新

たに会員になられた方々のお名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。ありがとうご

ざいました。（敬称略、受取った順に記載しました。2017 年 12 月 5 日現在） 
山山田田浩浩  大大久久保保勲勲  加加藤藤ままりり子子  矢矢吹吹晋晋  野野田田尚尚道道  長長谷谷部部照照夫夫  肥肥後後茂茂樹樹  松松尾尾政政司司  
田田島島正正夫夫  榎榎戸戸吉吉定定  小小出出公公司司  新新田田まますすみみ  鈴鈴木木敏敏夫夫（（杉杉並並））  田田井井光光枝枝  篠篠田田欽欽次次  
山山内内良良子子  高高田田京京子子  山山田田敬敬三三  近近寅寅彦彦  渡渡辺辺一一枝枝  篠篠原原圀圀雄雄  松松田田信信義義  登登丸丸誠誠    
澤澤岡岡泰泰子子  田田平平正正子子  栗栗原原彬彬  仰仰木木忠忠幹幹  石石橋橋辰辰巳巳  木木戸戸富富美美江江  白白西西紳紳一一郎郎  田田澤澤仁仁  
中中島島紀紀子子  貞貞平平浩浩  小小関関光光二二  志志村村潤潤一一  金金成成敬敬子子  亀亀山山英英雄雄  田田中中正正昭昭  山山川川梅梅子子  
神神田田ささちち子子  照照山山真真木木子子  長長谷谷川川清清司司  中中井井詔詔太太郎郎  末末広広一一郎郎  石石田田和和久久  小小玉玉正正憲憲  
高高橋橋幸幸喜喜  鵜鵜澤澤弘弘  高高橋橋守守男男  石石原原健健一一  岩岩間間孝孝夫夫  十十時時哲哲哉哉  望望月月信信隆隆  篠篠原原淳淳子子  
山山口口真真  柳柳瀬瀬恒恒範範  久久保保和和男男  橋橋本本聰聰  中中村村静静枝枝  藤藤井井盛盛  杉杉田田春春恵恵  佐佐藤藤良良夫夫  佐佐藤藤

千千栄栄子子  秋秋葉葉二二郎郎  石石田田武武夫夫  竹竹中中一一雄雄  近近藤藤耀耀子子  高高橋橋健健男男  小小林林淨淨子子  黒黒岩岩満満喜喜    
唐唐沢沢修修  大大濵濵敏敏夫夫  小小倉倉光光雄雄  広広田田彰彰夫夫  中中澤澤道道保保  稲稲吉吉康康和和  手手塚塚登登士士雄雄  渡渡辺辺保保雄雄

岡岡田田照照子子  篠篠原原五五郎郎  寺寺沢沢秀秀文文  矢矢野野光光雄雄  大大久久保保明明男男  小小岩岩盛盛廣廣  原原田田清清冶冶  三三原原容容

子子  及及川川淳淳子子  鈴鈴木木幸幸子子  横横井井幸幸夫夫  福福田田順順子子  高高木木昴昴  新新谷谷陽陽子子  三三輪輪光光佳佳  中中島島幼幼

八八  馬馬場場信信韶韶  前前川川よよししええ  南南雲雲英英雄雄  ささいいたたまま市市大大宮宮日日中中友友好好協協会会事事務務局局  浜浜谷谷惇惇  

芳芳賀賀英英吾吾  及及川川康康年年  岡岡庭庭成成巳巳  宮宮原原咸咸太太郎郎  嶽嶽﨑﨑敦敦子子  丹丹野野雅雅子子  東東宮宮春春生生  金金成成弘弘

美美  山山本本武武  名名取取敬敬和和  西西嶋嶋拓拓郎郎  藤藤村村光光子子  
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

書書籍籍案案内内をを兼兼ねねたた編編集集後後記記    大大類類善善啓啓  

『『「「京京大大俳俳句句をを読読むむ会会」」会会報報――第第４４号号――』』  
「京大俳句」は、1933 年に京都大学関係の若手俳人を中心に創刊され、自由主義を

重んじ、実作・理論の両面から無季俳句や戦争俳句などの新しい俳句に取り組んだ俳

句誌である。しかし 1940 年、厳しい言論弾圧（京大俳句事件）により主要同人が検挙

され、第 86 号をもって廃刊に追い込まれた。弾圧されるまでは、文学界を席巻する大

きな力になっていたという。 
戦後、全巻が復刻されたことと、「京大俳句」の会員の旧居より、多数の関連資料が

発見されたことを機に 2008 年、「京大俳句を読む会」が発足した。この４号には、本

会の会員でもある新谷陽子さんが「満蒙開拓移民と俳句―その二 二つの引揚港を訪ね

て」という文章を書いている。 
「大陸の花嫁」だった新谷さんの母、井筒紀久枝さんが敗戦後詠んだ「帝国が唯の

にほんに暑き日に」など、敗戦と引き揚げに伴う人々の哀しみなどを詠った多くの俳

句も紹介している。舞鶴港と佐世保港の対照的な風景の描写も見逃せない。戦前の時

代世相が俳句を通して甦ってくる異色の会報である。 
定価 1000 円、送料 200 円 申込みは〒610－0102 京都府城陽市久世南垣内 177－2 

新谷陽子方 「京大俳句を読む会」事務局 電話／FAX ：0774-55-6081 まで。 
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『『満満州州開開拓拓民民のの真真実実  ななぜぜ、、悲悲劇劇がが起起ききててししままっったたののかか』』  
                                              小小林林弘弘忠忠  著著  

  
 近年、満蒙開拓民関係の書籍も多く発刊されているが、本書は、時の為政者の極め

て人為的な政策によって満蒙開拓民の悲劇が起こったことを、改めて想起させる。 
関東軍が撤退を事前に開拓民に知らせるとソ連に気付かれる恐れがあるということ

で、開拓民に撤退するという情報を秘匿したこと。日本に列車で引き揚げる順番にし

ても、軍人、軍属が一番乗り、開拓民は一番最後だったこと。またポツダム宣言受諾

を巡っての東郷外相や阿南陸相などの言い争いだ。例えば、米内海相の「レイテ、琉

黄島、沖縄など然り、みな負けている」という発言に対して阿南陸相は、「会戦では負

けているが、戦争では負けていない。陸海軍間の感覚が違う」という不毛な論争など、

当時の戦争指導者たちの客観性を欠く論争や、東郷外相の「日本民族は皇室の下に永

遠に置かれていることにより滅びることはないのです。国体護持さえあればあらゆる

苦痛も我慢できます」という発言に表われているように、国体護持すなわち、天皇制

を守る、そのことが最も重要な課題であり、国民、開拓民などの生命などは論外なの

だった。 
（定価：2000 円＋税 発行：七つ森書館 〒113－0033 東京都文京区本郷 3－13－3 

三冨ビル 電話 03－3818－9311 FAX 03-3818-9312） 
 

『『ルルポポ  思思想想ととししててのの朝朝鮮鮮籍籍』』    中中村村一一成成
イルソン

  著著  
 在日朝鮮人は様々な困難な状況の中で生きてきた。とりわけ戦前の時代は本当にひ

どいものだったと本書を一読して思った。 
 本書には高史明、金石範ら作家や詩人など、戦前から日本で生きてきた在日朝鮮人

たちのすさまじい人生を取材した人物ルポルタージュである。彼らの人生を通して、

どうしても譲れない一線、「朝鮮籍」を生きるとはどういうことなのか、を明らかにし

ている。現在優れた知識人として日本の中で生きる彼らも、戦前の子供時代から青年

に向かう極貧の中、日本社会の差別の中で、暴力的な形でしか自己表現できなかった

すさまじい体験を読むと、その時代を生きていない私などは言葉を失う。 
 「国家や民族の観念を超えて生きよう」と思いつつ、著書の次の言葉は私に重く迫

ってくる。 
＜「国境なんて関係ない」「国籍なんて記号だ」。しばしば聞く言葉だが、これらを口

にする者はえてして、自らが「国民」である根拠を問う必要もないほど自明な「国民」

である。今いる場所にいる自由も、国境を越えて移動する自由も、国籍国があるから

こそ可能になっているという事実に無自覚なことが多い＞という著者の言葉を反芻し

つつ生きていかなければ、と思う。 
（定価 2000 円＋税 発行 〒101－8002 東京都千代田区一ツ橋 2－5－5 岩波書店 
                         電話案内：03－5210－4000） 
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『『知知っっててははいいけけなないい  隠隠さされれたた日日本本支支配配のの構構造造』』  
                                                  矢矢部部宏宏治治  著著    

11 月に来日したトランプ米大統領は、米軍の横田基地から出入国した。米軍基地は

日本の主権が及ばない場所だ。トランプを迎えた自衛隊幹部なども米軍からセキュリ

ティチェックを受けたという。自尊心のある幹部たちは、実に屈辱的な気持ちになっ

ただろうと思うが、実際はどうだったのか。私から云えば、日本の右翼がこの事態に

怒らなかったのが不思議だ。 
 ことほどさように、戦後の日本社会の支配構造が本当のところどうなのか、を本書

は明らかにしている。著者の言葉によれば「ウラの掟」があるという。その掟とは「日

本の空は、すべて米軍に支配されている」、「自衛隊は米軍の指揮のもとで戦う」とい

うことである。米軍が支配する広大な「横田空域」の存在や米兵の犯罪がほとんど日

本側では裁けない「裁判権放棄密約」など、隠された日本支配の構造を明らかにして

いる。日本の実体を知るには必読の書だ。 
（定価：840 円＋税。講談社現代新書 〒112―8001 東京都文京区音羽 2－12－21 
講談社 電話 03－5395－4415 販売） 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・       
  今年夏のＮＨＫのテレビ番組は優れた番組が何本も放送された。会長の交代の影響もあ

るのか、今までの鬱積した真実への探求心がそうさせたのか。「731 部隊の真実」「告白 満

蒙開拓団」など本当に見るべき番組が多かった。中国側は、「731 部隊の真実」などが放映

されるようなら、歴史の真実を見つめる姿勢があり、評価できる。これなら歴史認識で合

意できるだろうという意見があったという。 
「戦慄の記録 インパール」もその優れた番組の一つだった。エンドロールで旧知の中

野圭子さんの名前を見つけ、すぐに電話をして寄稿をお願いした。 
歴史修正主義者が跋扈する今日、これからも満蒙にこだわらず、若い世代に伝えなけれ

ばいけない重要な歴史的な事実を伝えていけるような会報にしていきたい。ぜひ読者諸氏

の寄稿をお待ちしています。時に「どうも書くのは苦手だから」と尻込みされる方がいら

っしゃるが、編集部宛てに手紙を書くような感じで書いていただければと思う。 
泰阜村と方正県との友好提携 20 周年式典に招かれ、理事の藤原知秋さんと泰阜村に出か

けた。式典と祝賀パーティーに参加したら、方正の総会で講演していただいた『原発危機

と「東大話法」』の著者、東大教授の安富歩さんも出席されていたのには驚いた。安富さん

にはいずれ寄稿していただく旨、約束した。本号は会報としてかなりの大部になったが、

力作ぞろいと思う。忌憚のない批評をお寄せいただければ嬉しい。 
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『『星星火火方方正正～～燎燎原原のの火火はは方方正正かからら～～』』（（第第 2255 号号））22001177 年年 1122 月月 1166 日日発発行行  
発発行行：：方方正正友友好好交交流流のの会会  編編集集人人：：大大類類善善啓啓  EEmmaaiill：：oohhrruuii@@jjccsstt..oorr..jjpp  

〒〒110011－－00005522  東東京京都都千千代代田田区区神神田田小小川川町町 33－－６６  日日本本分分譲譲住住宅宅会会館館  ４４ＦＦ  
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